
資料４―１

大規模新規研究開発の評価の 

フォローアップについて （案） 
 

総合科学技術会議では、内閣府設置法第２６条第１項第３号に基

づき、国の科学技術政策を総合的かつ計画的に推進する観点から、

大規模な研究開発その他の国家的に重要な研究開発の評価を実

施している。 

この評価の一環として、総合科学技術会議は平成１５年度に大規

模新規研究開発を対象とする事前評価を実施したところであり、こ

れらの評価結果については、関係大臣に意見具申し、推進体制の

改善や資源配分への反映を求めるとともに、評価専門調査会にお

いてその実施状況をフォローしていくこととしている。 

このため、これらの研究開発が、開始後約１年を経過したことから、

フォローアップとして、実際に実施されている研究開発の概要や評

価における指摘事項への対応状況等を確認し、必要な指摘を行うと

ともに、併せて本評価に伴う問題点についても検討し、今後の改善

に資するものとする。 

 

１． 対象研究開発・担当府省 

研 究 開 発 名 府 省 名 

ゲノムネットワーク研究 文部科学省 

南極地域観測事業 文部科学省 

アルマ計画 文部科学省 

先端計測分析技術・機器開発事業 文部科学省 

第３次対がん１０か年総合戦略に基

づく研究開発 

文部科学省 

厚生労働省 

 

２． 調査・検討の体制及び日程 

評価専門調査会において、以下のとおり行う。 

 

【５月１９日、６月１日】 

○ 関係府省等よりヒアリング 

対象研究開発について、順次ヒアリングを行い、対応状況

等を確認・検討 

1 



○ コメントの提出 

議員・専門委員等よりコメントを書面提出、事務局で整理 

 

【７月中旬～８月】 

○ 必要に応じ、関係府省等より追加ヒアリング 

○ フォローアップ結果の検討、とりまとめ 

 

※必要に応じて、総合科学技術会議においてフォローアップの結

果を報告 

 

３． ヒアリング項目 

① 研究開発の概要（目的、研究開発の体制・計画及び経費、取

組状況、今後の予定等） 

② 評価における指摘事項等への対応状況 

③ その他 

 

ヒアリングは、総合科学技術会議における事前評価の結果が、

研究開発の実施計画や運営体制の改善等に適切に反映されたか

の確認を基本として行う。 

 

４． フォローアップの方法 

評価専門調査会において、関係府省等より上記の項目につい

てヒアリングを行うことにより、総合科学技術会議が大規模新規研

究開発を対象として行った評価の結果の実施・活用状況やこれら

についての問題点等を把握し、今後の研究開発の推進や大規模

新規研究開発の評価の改善に資するように、フォローアップ結果

のとりまとめを行う。 
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